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１．はじめに

　経済学のライフサイクル消費・貯蓄モデルにお

いて、人々は現役時代から老後に備えて貯蓄を行

い、金融資産を形成する。このため、①高齢化率

が高い、②寿命が長い、③老後不安が強い国では、

老後に備えて多額の金融資産を形成する。さらな

る長寿に対応し、今後予想される社会保障制度の

見直しに備えるため、生涯にわたる金融資産管理・

運用が重要になる。この一方で、高齢後期になる

と多くの人が認知機能の低下を経験し、蓄積した

金融資産を十分活用できなくなるという課題が発

生するため、これへの備えも重要になる。

⑴　人生90年時代に到達した日本の状況
　現在の日本の状況について詳しく検討しよう。
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２．経済的意思決定能力を支える人的資本として

の金融リテラシー
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　出生率の低下や長寿化で先進各国は急速な高齢化に直面している。公的年金の給付水準の見直しや医療保険、
介護保険の自己負担の上昇が不可避になっており、老後生活における資産管理・運用の強化が喫緊の課題である。
特に寿命の伸長により資産運用・管理の期間は長期化するため、一層の金融リテラシーの充実が必要になる。他
方で、高齢後期においては、加齢に伴う認知機能低下の影響も考慮する必要がある。本稿は、こうした状況を踏
まえ、長寿社会にふさわしい老後の金融資産の管理・運用を支援する政策枠組み、金融サービスの提供のあり方、
金融商品の設計を検討する。
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長寿社会における望ましい資産管理・運用支援政策
―加齢に伴う資産管理・運用能力の変化の視点から―
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社会科学としての個人の資産運用




